
作品共有会＆増穂祭準備

第1５回「総合的な学習の時間」　



本時の内容

１．　LIFEログ

２．　作品共有会

３．　今後の予定



本時の内容

１．　LIFEログ

２．　作品共有会

３．　今後の予定



「LIFEログ」の目的

日々の気づきを記録する、そして次に活かす

アイデアの種

１．LIFEログ



「LIFEログ」の実施方法

総学の授業で、毎回１０分程度、スクールタクトに入力する時間を設ける

本日は2個目に書く

１．LIFEログ

ここに本文を入力

タイトルも忘れずに！
足りない場合
は「複製」して
自分で追加す
る

「総合的な学習/探究　LIFEログ」
→「９月」の課題をクリック！

１０分



本時の内容

１．　LIFEログ

２．　作品共有会
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作品共有会の流れ

③質問②発表①発表準備

「①発表準備→②発表→③質問」の順序で進める

発表時間は2分間です。
２分の時間をすべて使って発表する
ために、発表の構成を考えよう！

２．作品共有会



①発表準備

２．作品共有会

③質問②発表①発表準備

発表の構成は、「①主張＋②理由＋③根拠」の３点セットで

主張

理由 理由 理由

根拠 根拠 根拠

①主張
（今回の探究で最も伝えたいこと ）

②理由
（伝えたいことの理由） 

③根拠
（理由を裏づける「事実・データ」） 

２０分



例　６００字程度　「その名は日本一停留所の多い路線バス ～1800円でつなぐ鳥取横断ぶらり途中下車の旅～」

私が今回の探究で最も伝えたいことは、「公共交通は利用者や乗務員の不足という課題を抱えています。しかし、鳥取
県の既存の公共交通を工夫して活用することで、新しい路線バスを生み出し、全国の公共交通のモデルとなる可能性
がある」ということです。

第一に、既存の路線を統合して、新しい路線をつくることができる可能性が高いからです。
具体的には、鹿野線・橋津線・赤碕線・下市線の一部の便をつなぐことで、鳥取から米子までを結ぶ新路線が構想でき
ることが分かりました。

第二に、乗務員数を増やさずに新路線を運用できる方法があるからです。
具体的には、厚生労働省の『バス運転者の労働時間等改善基準のポイント』に沿って運用表を作成したところ、労働基
準を守りながら、運行本数や乗務員数を増やさずに新路線を運用できることを確認しました。

第三に、日常利用と観光利用を組み合わせることで、利用促進につながるからです。
具体的には、新路線ができれば、1800円で鳥取横断の途中下車の旅が可能となり、さらに「日本一停留所の多いバ
ス路線」として話題性を生む可能性もあります。これは地域の集客や観光活性化にもつながります。

以上のように、既存路線の統合、労働基準を満たす工夫、観光と日常を組み合わせた利用促進の三つの理由から、鳥
取県においても新たな路線バスの可能性を示すことができました。今回の探究を通じて、公共交通の減便や廃止が進
む中でも、「今ある資源を工夫すれば新しい活用の道を拓ける」ということを伝えたいと思います。

２．作品共有会



②発表

③質問②発表①発表準備

２分の時間をすべて使って発表しよう

グループは３～４名とします。
発表はなるべく原稿を見ないで、発表
してください。

２分

２．作品共有会



③質問

③質問②発表①発表準備

疑問に思ったことは積極的に質問しよう

作品を見せ合いながら、疑問に思ったことが
あれば、質問してください。

２分

２．作品共有会
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今後の予定

次回の授業から発表会に向けて、スライド作成をします！

3．今後の予定

第１５回 作品提出、増穂祭準備

第１６～1８回
発表会に向けての準備
スライド作成、発表練習など

第１９回
探究Day
（クラス代表＆希望者は発表）

第２０回 校内発表会（全員）


